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ふるさと体験学習 〈平成28年11月8日〉ふるさと体験学習 〈平成28年11月8日〉
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２● 広報 とまり   ２０１６年１２月号 ●

　

防
災
関
係
機
関
が
協
力
し
て
原
子
力
防
災
対
策

を
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
防
災
業
務
関
係
者

の
防
災
技
術
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
村
民
の

防
災
意
識
の
高
揚
や
防
災
対
策
に
関
す
る
理
解
促

進
を
図
る
事
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
年
度
は
、
国
と
合
同
の
原
子
力
総
合

防
災
訓
練
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
実
施
し
ま
し
た
。

原
子
力
防
災
訓
練
の
目
的

　

泊
発
電
所
３
号
機
の
運
転
中
（
１
・
２
号
機
は

停
止
中
）
に
、
北
海
道
南
西
沖
を
震
源
と
す
る
震

度
６
強
の
地
震
が
発
生
し
、
泊
発
電
所
の
前
面
海

域
と
な
る
北
海
道
日
本
海
沿
岸
南
部
に
大
津
波
警

報
が
発
令
。

　

大
津
波
警
報
に
よ
り
緊
急
負
荷
降
下
。
そ
の
後
、

一
次
冷
却
材
漏
え
い
量
が
増
加
し
、
加
圧
器
水
位

が
５
％
に
低
下
し
た
た
め
、
非
常
用
炉
心
冷
却
設

備
を
手
動
に
て
作
動
し
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措

置
法
10
条
の
特
定
事
象
に
至
る
。（
施
設
敷
地
緊
急

事
態
）

　

さ
ら
に
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
に
よ
る
原
子
炉

へ
の
注
水
が
で
き
な
く
な
り
、
原
子
力
災
害
特
別

措
置
法
15
条
の
緊
急
事
態
（
全
面
緊
急
事
態
）
に

至
り
、
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
原
子
力
緊
急
事
態

宣
言
が
発
出
さ
れ
る
。

　

災
害
対
策
本
部
は
、
津
波
被
害
に
よ
る
国
道
の
通

行
再
開
を
待
ち
、
安
全
確
認
完
了
後
に
高
台
避
難
指

示
を
解
除
し
、
住
民
の
広
域
避
難
指
示
を
行
な
う
。

訓
練
想
定

平成２8年１1月13日（日）～14日（月）　住民の安全と安心を確保するため平成２8年１1月13日（日）～14日（月）　住民の安全と安心を確保するため

平成２8年度泊村原子力防災訓練を実施しました

原
子
力
防
災
訓
練
の
概
要

 
災
害
対
策
本
部
等

　

設
置
運
営
訓
練

（１）
　

災
害
対
策
本
部（
一
般
防
災
）

と
警
戒
本
部
及
び
災
害
対
策
本

部
（
原
子
力
）
を
設
置
し
、
本

部
員
会
議
を
招
集
し
て
運
営
の

確
認
を
す
る
こ
と
と
、
テ
レ
ビ

会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
13
町
村

長
と
道
、 

Ｏ
Ｆ
Ｃ
、
国
を
結
ん

だ
会
議
を
実
施
。

 
緊
急
事
態
応
急
対
策
拠
点

　

施
設（
Ｏ
Ｆ
Ｃ
）運
営
訓
練

（３）
　

原
子
力
防
災
対
策
に
必
要
な

情
報
を
共
有
す
る
た
め
に
、
職

員
を
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
へ

の
派
遣
を
実
施
。

 
緊
急
時
通
信
連
絡
訓
練

（２）
　

村
内
訓
練
参
加
（
協
力
）
機

関
へ
の
通
報
連
絡
及
び
道
現
地

対
策
本
部
等
と
の
通
報
連
絡
訓

練
の
実
施
。

テレビ会議室の様子テレビ会議室の様子

緊急時通信連絡訓練緊急時通信連絡訓練



３ ● 広報 とまり   ２０１６年１２月号 ●

泊発電所の状況泊発電所の状況

■泊発電所１号機（定格電気出力57万９千キロワット）
・第17回定期検査中　期間：平成23年４月22日～

・第16回定期検査中　期間：平成23年８月26日～
■泊発電所２号機（定格電気出力57万９千キロワット）

・第２回定期検査中　期間：平成24年５月５日～
■泊発電所３号機（定格電気出力91万２千キロワット）

原
子
力
防
災
訓
練
の
概
要

 
広
報
訓
練

（５）
　

有
線
放
送
及
び
広
報
車
に
よ
る
村

内
全
域
に
対
し
て
の
広
報
を
実
施
。

 
高
台
避
難
訓
練（
津
波
）

　
指
定
緊
急
避
難
場
所
開
設
訓
練

（6）
　

11
箇
所
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
に
お

い
て
、
責
任
者
等
に
よ
る
集
合
場
所
開

設
・
住
民
受
付
を
実
施
。

　
（
避
難
場
所
：
堀
株
竜
神
橋
、
堀
株

教
員
住
宅
裏
山
、
泊
中
学
校
体
育
館
、

む
つ
み
荘
、
泊
村
公
民
館
、
智
竜
寺
、

ア
イ
ス
セ
ン
タ
ー
体
育
館
、
照
岸
・
糸

泊
地
区
集
会
所
、
泊
小
学
校
体
育
館
、

潮
香
荘
、
盃
野
営
場
）

 
広
域
避
難
訓
練

（7）
　

泊
村
の
バ
ス
（
福
祉
バ
ス
・
ス
ク
ー

ル
バ
ス
）
及
び
北
海
道
が
手
配
し
た
バ

ス
や
自
家
用
車
等
に
よ
り
30
㎞
圏
外
の

避
難
所
（
ア
パ
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ト
）

へ
広
域
避
難
を
実
施
。

　

ま
た
、
老
人
ホ
ー
ム
む
つ
み
荘
利
用

者
・
施
設
職
員
は
つ
く
し
園
関
連
施
設

で
あ
る
（
湯
の
里
・
黒
松
内
）
へ
の
広

域
避
難
を
実
施
。

広報訓練広報訓練

高台避難訓練高台避難訓練

広域避難訓練広域避難訓練 広域避難訓練広域避難訓練

 
一
時
滞
在
場
所
受
付
訓
練

（４）
　

一
時
滞
在
場
所
の
札
幌
市
ア
パ
ホ

テ
ル
に
職
員
を
派
遣
し
、
泊
村
か
ら

避
難
し
て
く
る
住
民
の
受
付
等
を
実

施
。



４● 広報 とまり   ２０１６年１２月号 ●

　

村
の
振
興
発
展
の
た
め
、
永
年
に
わ
た
り
ご

尽
力
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
功
績
を
讃
え
る

「
第
51
回
泊
村
功
労
者
表
彰
式
」
が
、
11
月
３

日（
木
）に
泊
村
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
泊
村
の
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、

自
治
、
経
済
、
教
育
、
福
祉
な
ど
の
振
興
や
公

共
事
業
の
推
進
な
ど
、
村
の
発
展
に
功
績
の
あ

っ
た
方
々
の
善
行
や
努
力
に
対
し
て
お
く
ら
れ

る
も
の
で
、
今
年
は
、
自
治
功
労
者
に
宇
留
間

文
宣
氏
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

第51回 泊村功労者表彰式

　
泊
村
議
会
議
員
と
し
て
、

多
年
に
わ
た
り
村
勢
の
振
興

と
住
民
福
祉
の
向
上
に
尽
力

さ
れ
、
議
会
議
長
、
議
会
運

営
委
員
長
に
選
出
さ
れ
、
更

に
は
、
社
会
教
育
委
員
長
等

数
多
く
の
公
職
に
つ
か
れ
、

地
方
自
治
の
確
立
と
泊
村
発

展
の
た
め
貢
献
、
現
在
も
な
お
、

活
躍
中
で
あ
り
ま
す
。

宇留間 文宣 氏

自治功労者

茅沼地域会による
避難訓練が行われました

　茅沼地域会主催による、自主的な避難訓練が実施されま
した。
　内容は、爆弾低気圧が発生し暴風警報が発表されたため、
村から茅沼地区に対して避難勧告及び避難指示を発令した
との想定で実施しました。
　午前１１時の有線告知放送で避難を呼びかけ、老人ホームむつみ荘、泊中学校、泊村公民館、
３ヵ所の避難場所に８５名が避難しました。
　午前１１時４５分に避難指示解除の有線告知放送が流れた後、茅沼地区集会所にて反省会が行
われ、避難に要する時間や避難経路の確認など課題について話し合われました。

10
30



５ ● 広報 とまり   ２０１６年１２月号 ●

長寿祝い金（長寿者褒賞）についてのお問合わせ　役場保健福祉課  TEL７５－２１３４

◎90歳に達した方　……35万円
◎95歳に達した方　……35万円
◎100歳に達した方……30万円

資格要件

いつまでもお元気で!!
長寿祝い金（長寿者褒賞）

いつまでもお元気で!!
長寿祝い金（長寿者褒賞）

長寿祝い金
（長寿者褒賞）
について

　泊村長寿者褒賞条例に基づき、村内で長年にわたり、
地域社会の発展に貢献された御高齢者に対し、長寿のお
祝い金として支給しております。
　１１月１５日に満９０歳を迎えられた興志内地区の田原
キョウさんへ、村から、お祝い状とお祝い金が手渡され
ました。
　これからも健康に気をつけて、お元気で過ごしてくだ
さい。

村内に引き続き30年以上住所を有し、
かつ、現に10年以上居住している方。

高齢者世帯等の低所得者世帯の方々へ
福祉灯油（４００リットル）を支給いたします
高齢者世帯等の低所得者世帯の方々へ

福祉灯油（４００リットル）を支給いたします

　今年も、村独自の助成事業として、低所得の高齢者世帯の方々を対象に、
寒い冬を乗り切っていただけるよう、冬期間の福祉灯油を一世帯あたり年間
４００リットル支給します。
　

　１　高齢者世帯
　　　６５歳以上の単身又は夫婦世帯、世帯主又は配偶者がその世帯の主たる所得者である世帯。
　　　ただし、世帯主又は、配偶者のいずれかが６０歳未満の世帯は除く。
　２　母子世帯
　　　母子及び寡婦福祉法第５条第１項に規定する配偶者のいない女子で２０歳未満の子を扶養してい

る世帯。
　３　心身障がい者世帯
　　　（１）世帯主又は、配偶者が１級若しくは２級の身体障害者手帳の交付を受けている世帯。
　　　（２）世帯主又は、配偶者が心身に障がいがあり、養育手帳・保健福祉手帳の交付を受けてい

る世帯。
　４　上記の世帯で、村が規定する基準以下の収入である世帯。
　

　村内に住んでいる方

対象となる世帯

資格要件

お問い合わせ　　役場保健福祉課　℡ ７５－２１３４



６● 広報 とまり   ２０１６年１２月号 ●

　来年の４月に泊小学校へ入学する予定のお子さん
は、平成２２年４月２日から平成２３年４月１日まで
に生まれた１２名（男８名・女４名）ですが、氏名が
もれている方は、教育委員会までお問い合わせくだ
さい。（℡７５－２３１１）
　なお、詳しい内容につい
ては対象保護者へ通知いた
します。

○中本　　恵くん

○埜口　柑奈さん

○野崎　翔太くん

○北條　碧空くん

○山口　恋々さん

○池田　真央さん

○今井　　冴さん

○越後琥太朗くん

○菊地　碧音くん

○齋藤　瑞碧くん

○杉本　琉峨くん

○武田　琉聖くん

来春入学される方

来春小学校へ入学されるお子さんのいるご家庭へ来春小学校へ入学されるお子さんのいるご家庭へお 知 ら せ

　平成２９年成人式が、１月８日（日）午後１時か
ら泊村公民館で開催されます。 
　今回の対象者は、１３名（男７名女６名）で、平
成８年４月２日から平成９年４月１日までに生まれ
た次の方々です。
　対象者に後日改めてご案内いたしますが、お名前
がもれている方や泊村で成人式を希望される方は、
１２月９日（金）までに教育委員会（℡７５－２３１１）
までにご連絡願います。

○吉田　琴子さん

○吉田　茉由さん

○池髙　慧悟さん

○伊名野　航さん

○岩田　　悠さん

○越後　希波さん

○加藤　健吾さん

○釜谷　佳吾さん

○沓澤　　楓さん

○島谷　瑞季さん

○惣藏　考史さん

○高橋　梨紗さん

○寺井　亮太さん

成人該当者名簿

成人おめでとうございます成人おめでとうございますお 知 ら せ

平成2９年成人式は１月８日（日）平成2９年成人式は１月８日（日）
泊村公民館　午後１時より

村政懇談会開催のお知らせ
～『住みよい村づくり』にたくさんのご意見を！～

村政懇談会開催のお知らせ
～『住みよい村づくり』にたくさんのご意見を！～

　村民の皆様、いかがお過ごしでしょうか。
　村では、右記の日程により、村政懇談会
を開催いたします。
　将来の泊村について、村民の皆様と一緒
に考えていきたいと思っておりますので、
この機会に、毎日の生活の中で気づいたこ
と、お考えになっていることなど、ご意見・
ご要望をお聞かせいただきたく、多くの
方々のご参加をお待ちしております。
　
【お問い合わせ】
　総務課総務係　℡７５－２０２１

１２月５日
（月）

１２月６日
（火）

１２月７日
（水）

１２月８日
（木）

開催期日

１５:３０

～

１７:００
１８:００

～

１９:３０
１８:００

～

１９:３０
１８:００

～

１９:３０
１８:００

～

１９:３０

泊地区集会所

茅沼地区集会所

渋井地区集会所

堀株地区集会所

盃地区集会所

泊地区

茅沼地域

渋井地区

堀株地域

盃・
興志内地域

第１・第２・第３・
照岸・臼別

時間 場　　　所 対象地域 備考



７ ● 広報 とまり   ２０１６年１２月号 ●

　川村家の番屋の二階の客間に展示し

てある油絵の額縁には「林竹治郎」と

いうプレートが付いています。「金澤に

しん場　１８７１～１９４１」という説明も

あります。しかし画家本人のサインはありません。キャンパスは板に貼り付けてあります。

絵の表面を洗っております。記録を調べると金澤滋さんが鰊御殿とまりの開設時に寄贈して

おります。寄贈する前にキャンパスを枠から外して板に貼り付け、表面を洗ったのではない

かと思われます。たいていキャンパスの裏側にもサインがあるのですが、それが判らなくなっ

ています。これは残念なことです。が、おそらく金澤滋さんのお父さんか、お祖父さんが林

竹治郎に頼んで描いてもらった作品ではないかと推定されます。金澤家と林竹治郎の間を取

り持った人がいたかも知れません。詳しいことは寄贈者である金澤滋さんが亡くなっており、

今となってはその辺は謎です。

　金澤家は盃に鰊漁場を所有していた親方衆ですから、林竹治郎と知り合いになった時に自

分の漁場を描いてもらったと推測する事ができます。ちなみに鰊場の所有者や漁場の運営者

は「親方」若しくは「親方衆」と呼ばれ、最近良く言われる「網元」という言葉は北海道西

海岸の鰊場では使われておりません。おそらく視聴率ナンバーワンといわれたテレビ番組の

水戸黄門などで「網元」が登場してから、北海道新聞などでも頻繁に使われるようになり、

それから一般化されるようになったのではないかと思われます。マスコミの影響は大きいと

言わざるを得ません。

　林竹治郎は北海道での最初の油絵画家の一人といわれております。北海道で明治・大正・

昭和の三時代にわたって活動しております。代表作は「朝の祈り」で北海道近代美術館に所

蔵されています。これは明治４０年から開設された文展第１回の入選作品です。竹治郎３５歳

の時に描かれた作品です。彼は明治４(１８７１)年、宮城県に生まれ、仙台師範学校に入学、在

学中にキリスト教の洗礼を受けています。その後、東京美術学校(現・東京芸術大学)を卒業

して北海道師範学校（現・北海道教育大）、続いて札幌第一中学校(現・南高)の教諭となります。

その他に藤高等女学校、北星女学校、札幌第二中学校(現・西高)でも教鞭を執っております。

晩年に近くなって眼病を患い、医者である息子・文雄の住む鹿児島に転居します。その二年

後の昭和１６（１９４１）年、第二次世界大戦開戦の年に７２歳で亡くなります。

　川村家番屋の二階に展示してある「金澤にしん場」の絵には前述した様にサインが無いの

で確定できませんが、泊村のお宝の一つになれば良いと思っております。

鰊御殿とまりの展示物

林竹治郎の油絵
鰊御殿とまり館長 森　　公一



８● 広報 とまり   ２０１６年１２月号 ●

元気ニコニコ トピックストピックス村海海日日 本本 元気気元気ニコニコニコニコニコニコ
トピックストピックス村村村

　泊村の総合文化祭、第３０回泊村公民館まつりが開催されました。
　村内で活動しているサークルや協会の多くの力作、小・中学生の書道や絵画、菊花などが展示されました。
　迫力ある絵画、繊細な筆づかいの書、美しい細工などに、来館者は一つひとつ足を止め、じっと見入って
いました。

第３０回泊村公民館まつり

　昨年まで実施してきた「泊村出身者の集い」が、「泊村ふるさと会」と名
称を変えて開催され、７９名の参加により、なごやかに開催されました。
　開会にあたり、泊村ふるさと会黒田会長の挨拶、続いて牧野村長と結城
議会議長から、泊村の村政報告やふるさとの話題について話され、その後
の祝宴では、久しぶりの再
開にみなさん笑顔いっぱい
でした。
　また、会場に設けた「泊
村特産品コーナー」では、
甘漬ウニや開きホッケなど
がすぐに完売となり、故郷
の味を懐かしむ方々がたく
さんおられました。

第１回　泊村ふるさと会
10
22

10
29

10
30～

　泊小学校３年生が、村内の施設を巡り実際に体験して、郷土“泊村”の歴史や文化などを学習しました。
　とまりん館では、泊で発掘された土器などに触れ、昔の泊村について学び、鰊御殿とまりでは、鰊漁で栄
えた往時の様子を貴重な展示品を通じて学習しました。
　見て、聞いて、触れて、あらためてふるさとを体験することが出来たのではないでしょうか。

ふるさと体験学習
11

8
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　南極料理人、西村淳さんを講師にお招きし、平成２８年度泊村教育講演会が泊村公民館で開催されました。
　「ごはんにしよう！」と題して講演していただき、南極での食生活は、限られた食材と南極という特殊な
環境の中、いろいろな工夫をして様々な料理を作ったことなど、ごはんにまつわる楽しく暖かなお話しをさ
れました。
　西村さんは「食べることは生きること」を副題として食事の大切さについて熱弁していました。

平成２８年度泊村教育講演会

「被災ローン減免制度」について「被災ローン減免制度」について
　今年も災害が多い一年でした。４月には熊本地震が発生し、８月には台風１０号により道内に甚大な被害
がもたらされました。
　住宅ローン等を抱えたまま甚大な災害に被災すると、その後のローン返済が困難となり、生活の再建が困
難となります。
　そこで、東日本大震災をきっかけとして、被災された方の生活再建を後押しするため、被災ローン減免制
度が作られました。
　まず、対象となるのは、災害救助法が適用された自然災害の影響を受けたことによって、債務の返済が困
難となった個人の方です（台風１０号により北海道内２０市町村に災害救助法が適用されています。）。
　ローンを抱えた被災者の方は、まず、最も多くのローンがある金融機関に申し出を行います。すると、弁
護士会等を通じ、無料で弁護士等の支援を受けることができます。
　そして、金融機関と協議を行いながらローンを幾ら減免してもらうかの計画を作成します。その後、全て
の金融機関の同意が得られたならば、簡易裁判所の特定調
停の手続きを利用し、債務を減免してもらうという制度で
す。
　金融機関の同意が得られれば、貯蓄のうち最大５００万円
と、再建を支援するための公的な支援金等を手元に残すこ
とができます。自己破産等と異なり、いわゆるブラックリ
ストに登録されないため、新たな借入れを行うこともでき、
生活再建の後押しになると期待される制度です。
　災害は、いつ私達の身に襲いかかるか分かりません。も
しものとき、なるべく早く生活を立て直すため、「被災ロー
ン減免制度」の存在を覚えておくとよいでしょう。

倶知安ひまわり基金法律事務所　渡邉弁護士の法律豆知識
弁護士　渡邉恵介　倶知安ひまわり基金法律事務所　TEL：0136－21－6228

11
15
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安定ヨウ素剤の転出・死亡の際の返却について
　安定ヨウ素剤の事前配布を受けた住民の方が転出
や死亡された場合は、泊村役場企画振興課まで、安
定ヨウ素剤の返却をお願いいたします。
　なお、安定ヨウ素剤を返却せずに転出された場合
につきましては、郵送で返却していただくことにな
りますので、ご了承願います。

＜問い合わせ先　　札幌管区気象台天気相談所　　電話：０１１－６１１－0170＞

大雪や暴風雪災害への備え大雪や暴風雪災害への備え
　大雪は、北海道付近を低気圧が通過する時や、西高東低の冬型の気圧配置で上空に寒気が入り、季節風が
強まる時などに発生します。また、石狩湾付近に小さな低気圧が発生した時には局地的に短い時間で大雪や
暴風雪になることがあります。
　大雪や暴風雪になると、道路の通行止めや鉄道・航空機の運休や、車が雪
で埋まり閉じ込められて身動きが取れなくなったり、湿り雪が降ると電線着
雪などによる停電、ビニールハウスの倒壊や倒木といった被害も発生するこ
とがあります。
　札幌管区気象台では、大雪や暴風雪により重大な災害が発生すると予想し
た時には、「大雪(特別)警報」や「暴風雪(特別)警報」を発表し、厳重な警戒を
呼びかけます。
　雪の状況（気象レーダー）や気象情報は、テレビのデータ放送等で確認で
きるほか、パソコンや携帯電話を使ってホームページでも確認できますので、
これらを有効に活用しましょう。
　加えて関係機関と共同で「暴風雪への備え」に関するリーフレットを作成
しています。インターネットで「札幌管区気象台　暴風雪」と検索すると札
幌管区気象台等のホームページでご覧になれます。
　いつ起こるかわからない大雪や暴風雪による災害に備えて、次のことに留
意しておきましょう。
　
■雪は時間と場所によって降り方が大きく変化する
・季節風が強い時において雪雲は筋状となり、狭い範囲に降ります。今いる場所が晴れていても、少し離
れた場所では大雪や暴風雪となっている場合があります。
・低気圧の通過や風向の変化で天気が急変し、暴風雪になる場合があります。
　
■車の運転に留意
・雪に関する注意報や警報が発表されている時は、不要な外出は避けましょう。
・車が立ち往生したとき、雪が排気口をふさいで排気ガスが逆流することで一酸化炭素中毒のおそれがあ
ります。排気口の周りの除雪をこまめに行い、低体温症に注意しつつ確実に避難できるとき以外は、車か
ら離れないようにしましょう。
　
■除雪作業時の注意
・雪による人的な被害は、屋根の雪降ろし中の事故が最も多くなっています。一人で作業をせず、命綱を
つけるなど、未然に事故を防ぎましょう。また、屋根からの落雪にも注意しましょう。
　
札幌管区気象台ホームページ「暴風雪への備え」
http://www.jma-net.go.jp/sapporo/bousaikyouiku/schoolbousai/boufusetsu/boufusetsu.html

リーフレット
「できていますか？暴風雪への備え」



くらしの告知板くらしの告知板くらしの告知板
役場　☎75～２０２１

除雪などによる
被害防止のために
除雪などによる
被害防止のために

毎年、屋根からの転落や落雪による事故が多く発生しています。
除雪などによる事故を未然に防ぐためには、日頃からの心がけが大切です。

～道内の雪による死傷者は、除雪作業中に最も多く発生しています～

お問い合わせ

・北海道総務部危機対策局危機対策課　　TEL 011－204－5008
・除雪などによる被害防止についてのページ　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/ktk/bsb/yukihigai.htm

○屋根の雪下ろし中に転落し、生き埋めになった。
○物置の屋根の雪下ろし中に屋根を踏み抜き、落下した。
○建物と除雪機にはさまれた。など

～昨冬の除雪中の死亡事故の事例～～昨冬の除雪中の死亡事故の事例～

除雪による事故から身を守りましょう除雪による事故から身を守りましょう

雪による死傷者の多くが高齢者、屋根などからの転落によるものです！

◆屋根の雪下ろし
□雪下ろしは、一人ではなく複数人で声をかけあって！
□靴やはしごには滑り止めを、腰には命綱を着けて
　屋根の上での作業、はしごの上り下りには気をつけて！
　　　　　　　　　　□晴れた日ほどご用心！
　　　　　　　　　　　（雪と一緒に転落する恐れ）
　　　　　　　　　　□落とす雪の近くに人がいないか、周囲を確認！
　　　　　　　　　　□屋根の周りに雪をのこして雪下ろし！
　　　　　　　　　　□万一に備え、携帯電話を身につけて！

◆除雪
□健康に注意！無理な作業はしない。
□服装に注意！機械への巻き込まれ防止。
□除雪機のトラブルはエンジン停止！
□除雪器具はこまめに手入れ、点検を。
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札幌弁護士会しりべし弁護士相談センター

・事前予約制

・予約受付

　　平日午前10時～午後４時

・岩内町高台84－３

　☎0135-62-8373

７日（水）14日（水）21日（水）28日（水）

介護保険料納期限のお知らせ介護保険料納期限のお知らせ
1２月2６日（月）は
介護保険料の納入期限
です。
忘れずに納めましょう！

■役場窓口業務など
　年末から年始にかけての役場の業務は上記のとおりで
　す。なお休み中の急を要する用件については、日直に
　ご連絡下さい。　　　　　　　　　　電話７５－２０２１

12月３１日(土)～1 月５日(木)まで休みます12月３１日(土)～1 月５日(木)まで休みます

年末年始の役場業務年末年始の役場業務年末年始の役場業務

※じん芥処理場は１２月３１日（土）～１月４日（水）
まで受入を休みます。リサイクルセンターは１２
月３１日（土）～１月４日（水）まで受入を休みま
す。５日（木）より自己搬入の通常受け入れを
行いますのでご注意願います。
※休み期間中のごみは、ご家庭に保管し、ごみス
テーションには出さないでください。

１２月３０日（金）  まで平常通り収集します。
１２月３１日（土）から１月５日（木）  まで休みます。
  １月６日（金）  からは平常通り収集します。

年末年始のゴミ収集年末年始のゴミ収集年末年始のゴミ収集

◆お問い合わせ　役場保健福祉課　電話７５－２１３４

1２月の相談日程1２月の相談日程

お問い合わせ

岩内地方衛生組合じん芥処理場　TEL 62－6251

不燃（粗大含む）
ごみ受入
停止日

不燃（粗大含む）
ごみ受入
停止日

不燃(粗大含む)
ごみ受入停止の
お知らせ

■受入停止日　12月19日(月)■

年金事務相談所開設日程年金事務相談所開設日程

・岩内町　岩内地方文化センター
・開設時間　10：30～16:00
・事前予約制

■12月22日（木）

予約受付

・小樽年金事務所お客様相談室　☎0134－65－5002

　岩内警察署からのお知らせです。
　毎年12月10日から12月16日までの
１週間は、「北朝鮮人権侵害問題啓発週
間」です。
　拉致容疑事案をはじめとする北朝鮮
当局による人権侵害問題への関心を高
めましょう。

北朝鮮人権侵害問題
啓発週間
北朝鮮人権侵害問題
啓発週間

◆住民講座
　「危険物取扱者（乙種第４類）受験対策講座」
日　　程　平成29年１月26日(木)

～28日(土)計３日間
時　　間　9:00～18:00

（昼休憩１時間）
内　　容　危険物取扱者乙種第４類

受験対策
受 講 料　12,000円（教材費込）
定　　員　10名（先着順とさせてい

ただきます）
対 象 者　危険物取扱者乙種第４類

の資格取得を目指す方
募集締切　平成29年１月11日(水)まで

受講生募集のお知らせ受講生募集のお知らせ

お問い合わせ
・岩内地域人材開発センター
　　岩内町字東山８番地の16　TEL 62－2183
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１２月４日（日）

１１日（日）

１８日（日）

２３日（金）

２５日（日）

３１日（土）

１月１日（日）

２日（月）

３日（火）

天　皇
誕生日

　

年　末

年　始

年　始

年　始

天　皇
誕生日

　

年　末

年　始

年　始

年　始

12月及び

年末年始の

年末年始の

救急当番医

休日当番
歯科医院

12月及び

年末年始の

休日当番薬局

診療時間
９時～
17時まで

９時～
17時まで

年末・年始の診療所年末・年始の診療所
１２月２９日（木）午後～
１月３日（火）まで休みます。
※２９日午前中は診療します。

茅沼診療所茅沼診療所 泊歯科診療所泊歯科診療所
１２月２８日（水）午後～
１月５日（木）まで休みます。

東山クリニック

小林整形外科医院

前田医院

大井内科消化器科医院

岩内協会病院

万代クリニック

千葉外科医院

岩内協会病院

北内科クリニック

☎６２－７７００

☎６２－３４５１

☎６２－１２９３

☎６２－０９８６

☎６２－１０２１

☎６１－２１３３

☎６２－０９８１

☎６２－１０２１

☎６２－１４５７

１２月４日（日）

１１日（日）

１８日（日）

２３日（金）

２５日（日）

３１日（土）

１月１日（日）

２日（月）

３日（火）

あけぼの調剤薬局

あけぼの調剤薬局

かねた薬局名店街店

若林調剤薬局

アイン薬局岩内店

かねた薬局名店街店

菜の花調剤薬局

アイン薬局岩内店

若林調剤薬局

☎６３－１５００

☎６３－１５００

☎６２－００４０

☎６２－０６９８

☎６２－５１５０

☎６２－００４０

☎６２－２２８７

☎６２－５１５０

☎６２－０６９８

１２月２９日（木）

３０日（金）

３１日（土）

１月１日（日）

２日（月）

３日（火）

年　末

年　始

年　始

年　始

島牧歯科診療所

水野歯科医院

神恵内村歯科診療所

共和歯科診療所

青山歯科クリニック

井筒歯科医院

☎０１３６－７５－６１０５

☎６２－１０６４

☎７６－５９４５

☎７３－２０４０

☎６１－４１８０

☎６２－８０００
診療時間

９時～12時まで
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南
部
に
大
津
波
警

報
が
発
令
。

　

大
津
波
警
報
に
よ
り
緊
急
負
荷
降
下
。
そ
の
後
、

一
次
冷
却
材
漏
え
い
量
が
増
加
し
、
加
圧
器
水
位

が
５
％
に
低
下
し
た
た
め
、
非
常
用
炉
心
冷
却
設

備
を
手
動
に
て
作
動
し
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措

置
法
10
条
の
特
定
事
象
に
至
る
。（
施
設
敷
地
緊
急

事
態
）

　

さ
ら
に
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
に
よ
る
原
子
炉

へ
の
注
水
が
で
き
な
く
な
り
、
原
子
力
災
害
特
別

措
置
法
15
条
の
緊
急
事
態
（
全
面
緊
急
事
態
）
に

至
り
、
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
原
子
力
緊
急
事
態

宣
言
が
発
出
さ
れ
る
。

　

災
害
対
策
本
部
は
、
津
波
被
害
に
よ
る
国
道
の
通

行
再
開
を
待
ち
、
安
全
確
認
完
了
後
に
高
台
避
難
指

示
を
解
除
し
、
住
民
の
広
域
避
難
指
示
を
行
な
う
。

※２８日午前中は診療します。
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世帯
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男

女
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茅沼地区

老人ホーム

渋井地区

堀株地区

　 計
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地区別の世帯と人口地区別の世帯と人口
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報
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ま
り

1
2
月
号
（
№
6
6
4
）

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

本
誌

記
事

の
転

載
及

び
複

写
等

の
無

断
使

用
を

禁
じ

ま
す
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の
情
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の
ア
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セ
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m
a
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o
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a
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o
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発
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／
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編
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興
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推
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海
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古
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村
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字
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沼
村

字
臼

別
1
9
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番

地
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0
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3
3
4
6
　

　
F
A

X
 0

1
3
5
－

7
5
－

3
1
6
8

14

窓

戸
籍
の

窓

戸
籍
の

窓

戸
籍
の

窓

戸
籍
の

全国統一防火標語　　消しましょう　その火その時　その場所で

と

ま

り

木

文

芸

と

ま

り

木

文

芸

と

ま

り

木

文

芸

短　

歌

(

435)

俳　

句
・
川　

柳　

晩
秋
や　

枯
葉
舞
い
散
る　

参
道
へ　
　
　
　

泊

海

山

ま
た
地
震　

プ
ラ
ズ
マ
走
る　

世
界
中　
　
　

泊

海

山

海
風
に　

た
え
て
母
屋
に　

残
り
菊　
　
　
　

武
井 

和
子

バ
シ
ャ
バ
シ
ャ
と　

狙
い
さ
だ
め
て　

鮭
遡
上　

武
井 

和
子

祖
父
の
植
へ
し
胡
桃
を
ひ
ろ
ふ
日
和
か
な　
　

三
津
木 

淳

ベ
タ
凪
の
闇
明
け
て
ゆ
く
烏
賊
漁
灯　
　
　
　

三
津
木 

淳
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デイ・ライト
(昼間点灯)

通年

展開
昼間点灯

デイ ライトデイ ライト

運動実施中！

交通安全交通安全

28
年
10
月
20
日
～
28
年
11
月
20
日

28
年
10
月
20
日
～
28
年
11
月
20
日

28
年
10
月
20
日
～
28
年
11
月
20
日

28
年
10
月
20
日
～
28
年
11
月
20
日

赤
坂
明
希
子

　

丸
々
の
ビ
タ
ミ
ン
豊
か
南
瓜
を
ば
渾
心
で
わ
る
力
ま
だ
あ
り

乃　

婦

　

焦
げ
茶
色
似
合
ひ
し
夫
の
セ
ー
タ
ー
の
鹿
の
子
編
み
込
み
惜
し
み
つ
つ
解
く

沙　

羅

　

晩
秋
の
空
気
さ
え
ざ
え
木
々
ゆ
れ
て
こ
ろ
が
る
一
葉
わ
が
身
に
仮
う

明
希
子　

　

甘
た
れ
し
お
さ
な
き
姿
か
げ
も
な
し
孫
は
球
で
道
東
の
地
を
蹴
る

小　

春

　

遠
ち
近
ち
に
熊
に
注
意
の
立
札
や
茂
津
多
の
灯
台
山
中
に
座
す

縁　

糸

　

秋
澄
む
や
風
ひ
ん
や
り
と
沁
み
る
朝
隣
の
ホ
ー
ム
灯
り
が
ふ
た
つ

与
詩
三

　

世
の
た
め
に
つ
く
し
た
事
が
ギ
モ
ン
フ
の
解
ら
ぬ
老
い
た
吾
れ
の
に
ん
し
き

鮭
の
ぼ
り

　

せ
っ
か
ち
な
冬
将
軍
の
横
暴
に
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
と
タ
イ
ヤ
を
替
え
る

三
津
木　

淳

　

焼
き
あ
が
る
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
の
香
た
ゞ
よ
ふ「
は
や
く
は
や
く
」
と
子
は
母
と
待
つ

近
江
谷
乃
婦

　

出
席
者
一
一
六
名
の
敬
老
会
最
高
齢
者
に
わ
が
名
呼
ば
れ
る

吉
田
智
恵
子

　

ク
ラ
ス
会
古
希
を
む
か
え
た
顔
と
顔
互
い
わ
か
ら
ず
苦
笑
の
な
ご
み

【
転
出
】

　

室
蘭
市　

１
人　
　

岩
内
町　

１
人

こ
ん
に
ち
は
よ
ろ
し
く

【
出
生
】

（
渋　

井
）
森　

翔
那
太
く
ん

　
　

11
月
１
日
出
生　

父　

健
之
さ
ん

か
な
た

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す

【
転
入
】

（　

盃　

）
今
野　

幸
子
さ
ん　

共
和
町

932戸

1,745人

817人

928人

2戸

3人

2人

1人

934戸

1,748人

819人

929人

±0戸

＋1人

－1人

＋2人

295戸

187戸

177戸

87戸

118戸

68戸

932戸

610人

334人

347人

87人

224人

143人

1,745人

＋2

＋1

－1

＋2

－3

－1

±0

＋6

＋3

－3

＋2

－6

－1

＋1

と
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